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優生手術を考える道民集会開催要綱 

～旧優生保護法に基づき実施された強制不妊手術等から問われる人権～ 

 

１．目的 

不妊手術を強制された宮城県の 60 代女性が今年 1 月 30 日、不妊手術を強制

されたのは個人の尊厳や幸福追求権を保障した憲法違反として、国家賠償を求

める訴訟を仙台地裁に起こした。この裁判を契機として、旧優生保護法（1948

～96 年）の下、「優生手術」として知的や精神障害者らへの強制不妊手術をされ

た方は、全国で 16,475 人、そのうち記録に残る最多は北海道の 2,593 人とされ

ていることが明らかとなった。 

こうした状況を受けて北海道は、道内の実態調査を実施するとともに国が中

心となって手術の実態把握や救済策などの対応の検討を求める緊急要請書を厚

生労働省に提出した。また、道内全ての市町村と医療機関に対し、当時の福祉

関連記録、カルテや診療記録の保全を図るよう要請している。 

国会では、強制不妊手術に関する実態調査やヒアリングを行い、被害者に対

する具体的な支援の仕組みを検討し、人権の回復をめざして活動することを目

的として、超党派の国会議員によって構成される「優生保護法下における強制

不妊手術について考える議員連盟」が発足するとともに、自民、公明両党の与

党ワーキングチーム（WT）も設置された。今後は、来年の通常国会に謝罪と補

償の具体的な形を示した議員立法の法案提出を目指すとしている。 

一方、厚生労働省は、被害実態を把握するための全国調査（6 月末提出期限）

を実施しているが、第 1 回口頭弁論では、請求棄却を求めている。 

こうした強制不妊手術の被害は、聴覚障害者にもいることや外国人も対象と

していることが判明し、全日本ろうあ連盟は、独自調査を始めている。 

そして 5月 17日に小島喜久夫さんが全国で初めて実名で札幌地裁に提訴した。 

本集会は、こうした状況を受けて被害状況と被害が起きた背景や手法等を明

らかにすることにより被害者の早期救済を実現するとともに優生思想を過去の

問題ではなく、同じ過ちを繰り返さないことを目的として開催する。 

 

２．日時 

2018 年 6 月 16 日（土）13:00～16:00（受付 12:30） 

 

３．会場 

札幌市身体障害者福祉センター 3F 大会議室（西区二十四軒 2条 6丁目） 

 

４．主催 

DPI（障害者インターナショナル）北海道ブロック会議 

認定 NPO 法人 DPI（障害者インターナショナル）日本会議 

 

５．後援 

一般社団法人 北海道身体障害者福祉協会、一般社団法人 北海道手をつなぐ

育成会、公益社団法人北海道ろうあ連盟、公益財団法人 北海道肢体不自由
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児者福祉連合会、北海道重症心身障害児（者）を守る会、北海道精神障害者

回復者クラブ連合会、障害者の生活と権利を守る北海道連絡協議会、ピープ

ルファースト北海道 

 

６．参加費 

500 円（資料を必要としない介助者は無料） 

 

７．定員 

  100 名（定員になり次第、締切とします。） 

 

８．内容 

13:00 開会 

開会挨拶 DPI 北海道ブロック会議 議長 我妻 武 

 

パネルディスカッション 旧優生保護法と優生手術について 

 

パネリスト 

 北海道保健福祉部 子ども未来推進局長   花岡 祐志 氏 

 

 優生保護法被害者北海道弁護団   弁護士 岸田 貴志 氏 

 

 優生保護法下における強制不妊手術について考える議員連盟 

                 参議院議員 徳永 エリ 氏 

 

 自民、公明両党の与党ワーキングチーム（WT） 

                 衆議院議員 中村 裕之 氏 

 

コーディネーター 

     認定 NPO 法人 DPI 日本会議 副議長 西村 正樹 

 

指定発言      障害児・者団体（３～４団体） 

 

特別発言      小島 喜久夫 氏 

 

  16:00 閉会 

 

 

９．問い合わせ先 

   DPI（障害者インターナショナル）北海道ブロック会議 

    〒063-0814 札幌市西区琴似 4 条 5 丁目 2-20-901 

     TEL：011-633-5055 FAX：011-676-5231 

E-mail：info.hokkaido@dpi-japan.org  

  

https://wm02.asj.ne.jp/src/compose.php?send_to=info.hokkaido%40dpi-japan.org
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優生手術を考える道民集会 

― 参 加 申 込 書 － 

（必要事項を記入し FAXまたはメールでご返信ください。） 

（ﾌﾘｶﾅ） 

 氏 名：                  

所属名：                              

住 所：〒 

                                        

電 話：（   ）   ―      ＦＡＸ：（   ）    ―       

E-mail：            ｛メールでの情報提供  希望する 希望しない｝ 

  ＊ DPI北海道では、このような企画や福祉関連の情報提供を内容により会員以外の方

にもメールで送信することがあります。こうした情報提供を希望する DPI 北海道の

会員及び既に登録済み以外の方は、情報提供希望の有無についてご記入いただけれ

ば幸いです。 

 

 介 助 者：  同伴する（   人）                同伴しない 

車 い す：  使用している（手動タイプ 電動タイプ）       使用していない 

 介 助 犬：  同伴する（盲導犬  介助犬  聴導犬）       同伴しない 

データ資料：  必要である                     必要ない 

※データ資料の提供は視覚障害者のみとします。 

 手話通訳：  必要である                     必要ない 

 要約筆記：  必要である                     必要ない 

  

＜留意事項＞ 

＊ 必要事項を記入または○で囲み、ＦＡＸまたはメールで送信ください。なお、ＨＰか

らも申込できます。 

＊ 団体での申込みの場合は、当日出席する団体代表者を氏名欄に記載し、上記の＜連絡

事項＞に参加者名と車いす等の使用状況を氏名の後ろに（  ）でご記入ください。  

＊ 駐車場台数が限られていますので、公共交通機関の利用に努めてください。  

＊ パネルディスカッションに関連する、質問・意見等あれば、上記の連絡事項にご記入

ください。当日の議論に反映させます。 

 

 

 


